
2050年には97億人に達すると予測される世界人
口を支えるため、世界では食料の増産が喫緊の課題と
なっています。しかし、農地の拡大には森林伐採などの
環境破壊が避けられません。農地の拡大に頼らず食料
を増産するには、生物や環境への影響評価をクリアし
た安全・安心な農薬を適切に使用することで、生産性を
向上させることが非常に重要となります。

また、近年、農薬が自然環境に与える影響への関心が
高まっており、EUの「Farm to Fork 戦略」（2020年5
月、欧州委員会公表）や日本の「みどりの食料システム
戦略」（2021年5月、農林水産省公表）が策定されるな
ど、環境負荷低減が求められています。

農業分野では1990年代に、除草剤「グリホサート」
で枯れない性質の遺伝子組換え作物（GMO※1）が登
場し、作物の栽培方法に大きな変革がもたらされま
した。ほぼ全ての植物を枯らす特徴を持つグリホ
サートとそのグリホサートで枯れないGMO作物を

セットにした栽培方法は、その簡便さからまたたく
間に広がり、現在では北米・南米でのダイズ・トウモ
ロコシ栽培の90％以上を占めています。しかし、その
栽培方法を続けるうちにある問題が発生しました。グ
リホサートが効かない雑草種（除草剤抵抗性雑草※2）
の出現です。グリホサートに対する抵抗性雑草は
2000年頃に初めて報告された後、2005年頃から問
題視され始めると、アクシーブ ® の販売が開始された
2011年当時には既に世界的に大きな問題となってい
ました。現在、世界の食料を安定的に確保するために
は、除草剤抵抗性雑草への対策が必須な状況となって
います。

当社が開発したアクシーブ ® は、これらの課題を解
決するツールとして広く市場に受け入れられ、販売開
始から10年以上が経った今でも登録国を増やし販売
を伸ばし続けています。

除草剤抵抗性の累積報告件数

社会課題解決に貢献する
除草剤「アクシーブ ®」

当社の主力製品である畑作用除草剤アクシーブ®。ダイズ、トウモロコシ、コムギ、サトウキビといった世界の
主要作物の栽培に使用でき、イネ科雑草から小型広葉雑草まで幅広い種類の雑草に、従来から使用されていた
除草剤よりも少ない薬量で効果を発揮します。現場のニーズに応える除草効果に加え、環境への負荷が低いアク
シーブ®は、世界21か国で農薬登録を取得し、食料問題、地球環境問題など社会課題の解決に貢献しています。

 研究開発

13年に及ぶ研究開発

アクシーブ®の探索研究
アクシーブ ® の探索研究は、市販の畑作用土壌処理

剤※3の1/10の投下薬量で同等以上の効果を示す除草
剤を目標として開始されました。

アクシーブ ® のリード化合物（初期に注目した化合
物）は1998年に合成され、開発の可能性が見出されま
したが、当時は除草剤「グリホサート」に対し耐性を付
与したGMO作物が登場し、農業が大きな変革を迎え
た時期でした。グリホサートとGMO作物をセットに
した栽培方法が主流になったことで、新たな除草剤の
研究開発を縮小または中止した企業もありました。し
かし当社は、それまでの研究開発で培った知見から、新
たな除草剤が必要とされる時代が来ることを見据え、
除草剤の研究開発を継続しました。

リード化合物をもとに、高い除草効果と作物に対す
る安全性を兼ね備えた新規薬剤を見出すべく、化合物
の合成と評価試験を何度も繰り返し、2002年にアク

シーブ ®（有効成分名：ピロキサスルホン）の選抜に至
りました。その後、米国で毎年100試験以上の現地試
験を実施し、それと並行して日本国内ではグローバル
で通用する製剤確立や工業化の研究が進められまし
た。また、アクシーブ®は土壌に散布して薬剤を吸収さ
せる土壌処理剤であることから、土壌の種類や降水量
の影響など多くの要因についての検討が必要でした。
国内での試験や対象となる海外市場での現地試験な
ど、膨大な数の試験を実施し、処理条件・薬量を決定し
ました。さらに、農薬登録に必要な安全性試験や環境へ
の影響を調べる試験を行い、多くの時間と労力をかけ
て農薬登録の申請準備をしました。リード化合物の合
成から13年後となる2011年、まず初めにオーストラ
リアで農薬登録を取得し、ようやくアクシーブ ® の製
品「SAKURA®」が販売開始となりました。

特集

 社会課題

食料問題、地球環境問題の深刻化および抵抗性雑草の蔓延

ミシシッピ試験場
での圃場試験

SAKURA®

目標 市販の畑作用土壌処理除草剤の1/10の投下薬量で
	 同等以上の効果を示す除草剤

1998年 リード化合物の合成

ダイズとトウモロコシでの開発の可能性を見出す

国内試験と並行し、主要市場の米国(当社グループ
保有のミシシッピ試験場)でも試験を実施

農薬登録用試験の実施、データの作成
農薬登録申請・取得作業の実施

2011年 コムギの栽培において除草剤抵抗性ライグラスが
	 問題化していたオーストラリアで「SAKURA®」上市

他社が除草剤の研究開発を縮小、中止する中で、新たな畑作用土壌
処理除草剤が必要とされる時代が来ることを見据え研究を継続

2002年 さまざまな化合物を合成、評価した中から
  アクシーブ®を選抜

2003年 米国の主要州で100試験以上の現地圃場試験を実施

GMOの動向

グリホサート
抵抗性雑草の問題化
(2005年頃～)

GMO作物栽培の拡大(2000年頃～)

※1　 GMO（遺伝子組換え作物）：遺伝子組換え技術を利用して品種改良された作物。除草剤で枯れない、病気や害虫に強いなどの性質を持つ。
※2　除草剤抵抗性雑草：同じ種類の除草剤を長期間使用することで、除草剤が効かなくなった雑草のこと。
※3　土壌処理剤：土壌に散布する除草剤。除草剤は土壌処理剤と茎や葉に散布する茎葉処理剤に大きく２分される。

除草剤抵抗性雑草は地図の薄緑～濃い緑色
で示した国や地域に拡大しており、米国で
の報告件数は128件と深刻化しています。

出典：INTERNATIONAL HERBICIDE-
RESISTANT WEED DATABASE

（2023年1月現在）

除草剤「グリホサート」に対し耐性を付与した
遺伝子組換え作物（GMO）の登場 (1996年)
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化学研究所（創薬研究センター）
・新規化合物の合成
・物理化学性評価

・生物評価

・安全性評価
・環境影響評価

・製剤検討

・プロセス開発
・工業化検討

ミシシッピ試験場（米国）

 価値創造の源泉

一貫した研究開発体制

研究開発プロセス
当社は、研究開発本部に所属する化学研究所（創薬研

究センター、製剤技術研究センター、プロセス化学研究
センター）と生物科学研究所（農薬研究センター、生命・
環境研究センター）を研究拠点としています。それぞれ
役割の異なる研究センターが連携し、新規化合物の合
成から工業化検討まで、一貫した農薬の研究開発体制
を取っています。

さらに、当社グループでは米国ミシシッピ州に試験
場を保有しており、海外向け農薬の開発時に非常に重
要となる現地試験をいつでも実施することができる体
制が整っています。

これらの体制があったからこそ、アクシーブ ® はそ
の探索開始から約4年という短期間で見出され、ス
ムーズに工業化へ移行することができました。

社会課題解決に貢献する
除草剤「アクシーブ®」特集

生物科学研究所（農薬研究センター）

生物科学研究所（生命・環境研究センター）

化学研究所（製剤技術研究センター）

化学研究所（プロセス化学研究センター）

　アウトカム

農作物の生産性向上と環境への負荷低減を両立させる「アクシーブ®」

「アクシーブ®」は、クミアイ化学が開発した農薬の有効成分「ピロキサスルホン」のブランドネームです。2011年
に販売を開始して以来、既存の除草剤に抵抗性を示す雑草を防除するための特効薬として着実に成長を続けてお
り、当社グループの業績を牽引する主力製品となっています。

生産性向上

ダイズ、トウモロコシ、コムギ、サトウキビと
いった世界の主要作物栽培に使用可能

畑作用土壌処理除草剤
雑草発芽前の土壌に散布

アクシーブ®を散布すると土壌の表面にアクシーブ®の層
ができます。ダイズや雑草の芽がアクシーブ ® を吸収する
と、雑草だけが枯れ、ダイズは成長を続けます。

世界的に問題となっている除草剤（グリホサー
ト）抵抗性雑草への高い効果

現在、北米・南米を中心としたダイズ・トウモロコシ栽培では、
その90％以上がほぼ全ての植物を枯らす除草剤グリホサー
トと、グリホサートをかけても枯れないように遺伝子を組み
換えた作物（GMO）がセットで用いられています。この栽培方
法は1990年代から始まりましたが、2010年頃からグリホ
サートが効かない雑草が大きな問題となりました。アクシー
ブ®はグリホサート抵抗性雑草に高い効果があるため、抵抗
性雑草の問題を抱えている地域から高い需要があります。

少ない投下薬量
アクシーブ ® は従来の土壌処理除草剤の約10

分の１程度と非常に少ない量で効果を発揮します。薬剤散
布時の労力の軽減だけでなく、環境負荷低減、輸送に係る
CO2排出量の削減にも寄与しています。

長期間にわたる優れた土壌処理除草効果

アクシーブ®の効果は従来の土壌処理除草剤に比べ約2週
間長く効果が継続します。雑草が作物に与える悪影響を低
減し、作物の収量や収穫効率の向上が期待できます。散布
する農薬の量を減らすことができるため、環境負荷の低減
にも繋がります。

抵抗性が発達しにくい作用性

アクシーブ®は抵抗性が発達しにくい作用性を持っている
ため、今後も除草剤抵抗性雑草対策剤として、作物の生産
性向上に貢献することが期待できます。無散布区 散布区

ダイズ畑でのアクシーブ®使用効果の比較

対象作物

使用用途

強み 2

強み 3

無散布区 市販散布区

播
種
後
30
日

播
種
後
45
日

アクシーブ®散布区

実
用
薬
量

2000

1500

1000

500

0

(gai/ha)

市販剤A 市販剤 B アクシーブ®

GMO作物
(グリホサートで枯れない)

GMO作物
(グリホサートで枯れない)

グリホサート
(生えているほとんどの植物を枯らす)

グリホサート
(生えているほとんどの植物を枯らす)

アクシーブ®

(抵抗性雑草の発生を抑える)

アクシーブ®で解決！抵抗性雑草が
問題化

栽培方法のイメージ（ダイズ・トウモロコシ）
従来 対策例

強み 1

アクシーブ®の処理層
　土壌

作物の播種 作物・雑草の発芽 作物の出芽
　ダイズ 雑草 　ダイズ 雑草 　ダイズ 雑草

　ダイズは
健康に成長

雑草は枯死

アクシーブ®散布

強み 4
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Voice

今後の展望

アクシーブ ®は、当社グループの業績に大きく貢献し
ています。2021年度から始まった現中期経営計画で
は、アクシーブ ®の既存販売国でのシェア最大化と新規
登録国での販売拡大を海外農薬事業の重点施策の一つ
に位置付けています。

世界の農薬市場は引き続き成長基調にあり、近年は南
米・アジアを中心として市場の拡大が続いています。穀
物需要の上昇、人口増や食生活の変化による食料需要の
増加を背景に、今後も長期的に成長基調は続くものと予
想されています。

アクシーブ ®は、農薬市場の伸びが期待されているイ
ンドやブラジルにおいても既に農薬登録を取得し、
2023年度の目標であった売上高350億円は、2022年
度に前倒しで達成しています。

今後も継続して販売国の拡大や市場環境に適した混
合剤の開発を進め、現中期経営計画最終年度となる
2023年度は、さらなる飛躍となる売上高729億円を目
指しています。

当社はこれまで高い研究開発力を有する農薬メー
カーとして、世界で存在感を高めてきました。今後も世
界の食料安全保障と環境保全に貢献してまいります。

社会課題解決に貢献する
除草剤「アクシーブ®」特集

販売の推移と戦略

アクシーブ ® は、2011年にオーストラリアでコム
ギ用土壌処理除草剤として販売開始となってから12
年間、売上の拡大を継続してきました。

ダイズ、トウモロコシ、コムギ、サトウキビなどの主
要作物の栽培に使用が可能であるため、その主要市場
である米国、オーストラリア、アルゼンチン、ブラジル、
インドなどの地域を中心に販売しています。

アクシーブ®は、問題化していた除草剤抵抗性雑草、
特にコムギ栽培におけるライグラスやダイズ栽培にお
けるアマランサス（アオゲイトウ類）に対し長期間にわ
たり優れた除草効果を示します。その特長を活かし、除
草剤抵抗性雑草が問題化している前述の主要市場での
技術普及、販売促進活動、新規混合剤の市場投入などを
積極的に実施してきました。その結果、除草剤抵抗性雑
草対策に不可欠な薬剤としてアクシーブ®の認知度は

上がり、その地位を確立することができました。
その後は、上市した国での販売促進活動を行うとと

もに、他の作物への適用拡大や登録国の拡大を進め市
場の拡大に努めています。現在では21か国で登録を
取得し、現地提携先を通して販売しています。

また、日本や韓国では、非農耕地のゴルフ場の芝用除
草剤としても開発し、販売拡大を図っています。

世界の農薬市場は成長基調にあり、今後も拡大する
ことが予測されています。良好な農薬市場環境を背景
に、アクシーブ ® の売上高は大幅に増加しており、
2021年度には355億円、2022年度には544億円を
達成しています。2013年から2022年の10年間の
CAGR（年平均成長率）は25％と非常に高い成長を続
けています。

548
589

619
569 559 563 582

593 608
658

739

（年）
0

300

400

500

600

700

800
（億ドル）

201
2
201
3
201
4
201
5
201
6
201
7
201
8
201
9
202
0
202
1
202
6
見込

アクシーブ®売上高の推移

0

100

200

300

400

500

600
（億円）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022（年）
オーストラリア USA アルゼンチン インド ブラジル

主要国での上市年

アクシーブ®の世界での登録状況

無散布区 散布区

アクシーブ®の創製担当者　中谷 昌央 　（現：研究開発本部研開企画部知財課長）
遺伝子組換え作物が普及する中でも市場環境の変化が小さかった土壌処理除草剤に注目

し探索研究を開始しました。研究初期には、実施した試験で作物を含めた全ての植物を枯ら
す事態となり落胆したこともありましたが、このような試験を含め、研究の過程で得られた
多くのデータや過去の知見に基づき仮説を立て、検証、検討を続けた結果、アクシーブ ® の
発見に至りました。米国での試験時期に合わせサンプル合成、生物評価、初期安全性評価な
どをタイトなスケジュールで進められたことが、短期間での最適化研究の成功を導いたと
考えています。

アクシーブ®の開発担当者　山地 充洋 　（現：経営戦略室長）
当時は遺伝子組換え作物が上市され、グリホサート以外に除草剤はいらなくなるといわ

れていました。しかし、当社ではグリホサートの効果持続期間が短い点に着目し、環境負荷
が小さく、長期間効果を示し、抵抗性が発達しにくい土壌処理剤の開発を目指しました。ア
クシーブ ® の開発には多くの人の技術と知恵と努力が詰まっており、オールクミカで成し
遂げた大きな成果でした。その成果は次の世代へと受け継がれ、新たな挑戦へと進化を続け
ています。

長期的な成長トレンド

世界の農薬市場の推移

出典：AgbioInvestor

登録取得国（21）

主要国での上市時期  

	年	 国	名	

	2011				オーストラリア	

	2012					米国	

	2017				アルゼンチン	

	2019				インド	

	2020				ブラジル
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